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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の第１段階では、予防支援が必要な在宅虚弱高齢者をスクリーニングするためのチェ

ックリストの妥当性を検討した結果、チェックリストと看護職による予防支援の判断の一致率

は低かった。 
本研究の第２段階では、介護保険サービスを利用していない要支援高齢者を対象に、看護福

祉職からの予防訪問の効果を無作為化比較対照試験により検証した。その結果、１年間では予

防訪問を半年に１回行うことによって、本対象者では抑うつの悪化予防に効果がある可能性が

示された。 
  
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of the present research project was to investigate the validity of the screening test 
detecting preventive care needs of frail older people living at home, and we found the coefficient of 
concordance between the screening test and nurses’ assessment was low.  
 The another purpose of the project was to examine the effects of the preventive home 
visit program, targeted to ambulatory frail elders certified as Support Level in the 
Long-Term Care Insurance system, conducting the randomized controlled trial. The 
results suggested that the preventive home visitation per 6-months in one year might 
be beneficial in preventing depressive symptoms in the present population. 
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１．研究開始当初の背景 
  家に閉じこもりがちな虚弱高齢者は、人と

の接触や保健福祉サービスの利用が少なく、

抑うつ傾向があると指摘されている。このよ

うな虚弱高齢者は身体機能や死亡率などそ

の後の経過は良くないと報告されている一

方で、生活のありようによっては、身体機能

が維持・改善できる可能性も示されている。  
しかし、在宅虚弱高齢者は、障害が軽度で

あるため、高齢者本人や家族が身体機能低下

予防のための生活改善の必要性を認識して

いないことが多い。虚弱高齢者への身体・生

活機能低下予防のための支援には、予防支援

のニーズや身体・生活機能低下などのリスク

を把握し、高齢者やその家族の持っている問

題に対応するために、看護職等の訪問ケアプ

ログラムによって、個別に支援する必要があ

る。 
 欧米では、看護職による虚弱高齢者に対す

る予防訪問の効果を検討するために多数の無

作為化比較対照試験)やmeta analysisが行われ

ており、予防訪問は身体機能の低下、入所や

入院、死亡の予防に効果があることが報告さ

れているが、訪問対象のスクリーニングや訪

問時のアセスメントの方法がその効果に強く

影響をもたらすことが指摘されている。 
わが国では、在宅虚弱高齢者への予防訪問

についての無作為化比較対照試験は本研究課

題の申請時には、Yamadaらによるものと研究

代表者によるものとわずか２件報告されてい

たのみであった。  
Yamadaらはミニマムデータセット在宅版

を用いた予防訪問を試みているが、その効果

は、ある一部の高齢者に正しい健康行動の増

加がみられたのみであり、予防訪問の際に、

適切な対象を選ぶスクリーニングの重要性を

提言している。 
研究代表者も2000年から2002年にかけて予

備研究として保健師による予防訪問プログラ

ムを作成し、小規模な無作為化介入試験を実

施した結果、介入２年後には身体機能低下予

防に効果があることが示された。しかし、対

象数が少なかったため、保健師の支援方法や

対象の特性などの違いによる効果までは検

討できず、より大規模な無作為化比較対照試

験を実施し、予防訪問の効果を検討する必要

性が考えられた。 

 
２．研究の目的 

本研究は、以下の目的から構成される。 

第一の目的は、予防支援が必要な在宅虚弱

高齢者をスクリーニングするチェックリスト

を実際に試行し、そのスクリーニング項目の

妥当性を判断することである。  

第二の目的は、予防支援が必要であると考

えられた高齢者に対して、看護職等による予

防訪問を提供し、この予防訪問の身体心理社

会的効果について、無作為化比較対照試験に

より評価を行うことである。 

 
３．研究の方法 
(1) スクリーニング項目の妥当性に関する

検討 
ある地域で介護認定を受けていない独居

高齢者を対象とした悉皆調査を行い、介護予

防事業対象者把握における基本チェックリ

ストと地域看護職の判断との内容を比較検

討した。 
 一次調査は郵送にて、総合的移動能力と厚

生労働省による基本チェックリストについ

て 2005 年 11 月に調査を実施した。二次調査

は、2006 年 2～3 月にかけて行い、地域看護

職による訪問面接を行い、介護予防支援の必

要性を判断した。 
 住民基本台帳による A 町全独居高齢者の

うち介護認定を受けていない677人に一次調

査を行った結果、501 人の質問紙が返送され

た。一次調査から非独居者、要介護認定者、

交通機関を使って外出可能な者を除外し、

110 人を二次調査対象とし、そのうち、二次

調査時に拒否、死亡、転居、不在、要介護認

定者、介護認定申請が必要であった者等を除

外した 79 人を分析対象とした。 
 
(2) 予防訪問の効果評価に関する検討 

介護保険サービスを利用していない要支

援高齢者に対する予防訪問を実施し、予防訪

問による１年後の高齢者における身体心理

社会的側面の影響を検討した。研究デザイン

は無作為化比較対照研究である。 
 大阪府下の B 市、C 市、D 町に住む介護保

険サービスを利用していない要支援高齢者

323人を訪問群 161人（女性 73.9%，平均 80.3
±6.7 才）と対照群 162 人（女性 74.1%，平

均 79.6±6.4 才）に無作為に割り付け、訪問

群には 2008 年 1 月（D 町）または 2008 年 4
月（B 市・C 市）から地域包括支援センター

や保健センターの保健福祉職が６か月ごと



 

 

に一定のマニュアルに沿って予防訪問を提

供した。マニュアルでは、保健福祉職が包括

的なアセスメントを起こった後、①セルフケ

ア、②家族や知人等による見まもり、③専門

職による経過観察、④看護福祉職による支援、

⑤看護福祉職による緊急対処のいずれの対

応とるか、支援の判断を行い、記録に残した。

対照群には、その地域で行われている通常の

地域ケアを提供することとした。 
対象者323人について、予防訪問開始前（ベ

ースライン）と予防訪問開始から１年後に郵

送法による自記式質問紙調査を実施した。質

問項目は、基本的日常生活動作（バーセルイ

ンデックス）、生活機能（老研式活動能力指

標）、抑うつ（Geriatric Depression Scale 
15 項目版）、ソーシャルサポート（野口によ

るソーシャルサポート尺度）ならびに要介護

度等である。 
 

(3) 倫理的配慮 
研究目的とプライバシーの保護について、

訪問を実施した高齢群には文書と口頭で説

明し、文書で同意を得た。また、無作為化比

較対照試験の対照群の高齢者には文書で説

明を行い、同意を得た。いずれも、研究協力

は、自由意志に基づくものであり、いつでも

中止可能であること、研究に参加しなくても

不利益は被らないこと、研究目的以外では得

られたデータを使用しないことを説明した。 
分析担当の研究者はデータを連結可能匿

名の形で扱い、個人情報は調査を実施した市

町村ならびに地域包括支援センターのみで

判別できることとした。研究概要については、

研究代表者の所属機関の倫理委員会にて承

認を得て、実施した。 
なお、無作為化比較対照試験の研究内容につい

ては UMIN 臨床試験登録システム（CTR）に登録

を行った（受付番号 R000001345）。 
 

４．研究成果 

(1) スクリーニング項目の妥当性に関する

検討 
看護職の判断による予防支援対象者は 33

人（40.7%）であり、チェックリストによる

対象者は 12 人（15.2%）であった。 
 看護職の判断とチェックリストによる予

防支援対象者の割合におけるカッパ係数は

0.17 であり、両者間の一致率は低かった。看

護職による判断の予防支援対象者の支援内

容で多かったものは、運動器の向上（66.7%）、

うつ予防（42.4%）、閉じこもり予防（39.4%）

であり、チェックリストでは口腔機能改善

（50.0%）と栄養改善（41.2%）であった。

チェックリストにて、口腔ケアや栄養改善が

必要とされていた者は、看護職の判断ではこ

れらの支援が必要とされていなかった。３種

類以上の支援内容が必要とされていた者は、

看護職の判断では、24.2%みられていたのに

対し、チェックリストでは、全くみられなか

った。 
 独居虚弱高齢者において予防支援対象者

を把握する際に、チェックリストでは看護職

が判断する業対象者を見逃す可能性が示さ

れた。一方、栄養改善や口腔ケアの必要な対

象者を看護職は見落としやすいと考えられ、

今後これらに関するアセスメント内容を改

善することが必要と考えられた。 
 
(2) 予防訪問の効果評価に関する検討 
 訪問群の高齢者 161人には１年間に２回の

予防訪問を実施することを計画としたが、第

１回、第２回とも 88.2％の対象者について訪

問を実施することができた。 

 訪問時の支援の判断結果としては、第１回

の訪問では①セルフケアと判断された者が

40.1％、②見まもりと判断された者が 40.8％、

③経過観察と判断された者が 9.2％、④支援

と判断された者が 9.2％、⑤緊急対処と判断

された者が 1.0％であった。同様に、第２回

の訪問では①セルフケアと判断された者が

44.4％、②見まもりと判断された者が 34.5％、

③経過観察と判断された者が 8.5％、④支援

と判断された者が 12.7％であった。 

 １年後の対象者の状況については訪問群

の高齢者 161人（100.0%）のうち 8人（5％）

が死亡し、対照群の高齢者 162人（100.0%）

のうち 11人（6.8%）が死亡していた。また、 

訪問群では 4 人（2.5%）、対照群では 1 人

（0.6%）が介護保険施設に入所していたが、

いずれも統計的に有意な違いは群間でみら

れなかった。要介護度の変化や介護認定の未

更新割合についても両群で違いはみられな

かった。 

 対象者の基本的日常生活動作や生活機能

は両群の高齢者とも低下していた一方、両群

間で変化の違いはみられなかった。 

 しかし、抑うつ状況については、訪問群の

高齢者は対照群の高齢者よりも改善してお



 

 

り、これらの違いについてはベースライン時

の抑うつ尺度得点と年齢を調整した二元配

置分散分析により有意な違いがみとめられ

た（p=0.014）。 

以上より、本研究で作成した予防訪問プロ

グラムは一定の汎用性がみとめられ、１年間

の予防訪問の実施では、高齢者の身体機能の

状況は大きく変化はしていなかったが、抑う

つ悪化予防には効果がある可能性が示され

た。 

 

(3) 得られた成果の国内外の位置づけと今

後の展望 
通常、予防活動は専門職からのアプローチ

やスクリーニングが必要である。しかし、在

宅虚弱高齢者のスクリーニングや予防支援の

具体的な方法のエビデンスは地域看護・公衆

衛生の実践分野で確立されているとはいえず、

本研究結果は実践で活用できる資料を提供で

きたと考える。 
本研究の特徴は、今まで研究代表者が積み

上げてきた研究成果をもとに、予防訪問プロ

グラムの作成を行い、きわめて実証性の高い

無作為化割付比較対照試験により評価を行う

ことである。これらの学術的なデータから裏

付けられたケアプログラムは、地域看護学の

実践研究の発展に大いに寄与するものであり、

学術的意義も非常に高い研究である。 
予防支援が必要な地域虚弱高齢者のスクリ

ーニングシステムと予防訪問ケアプログラ

ムが地域に定着することにより、介護が必要

な寝たきり高齢者や重度認知症の高齢者の

発生が少なくなることが予測され、超高齢社

会のわが国の人々が「元気な」（＝生活が自

立した）状態で長生きできるsuccessful aging
を達成することにつながる。また、本研究の

デザインやベースラインの状況の一部を既

に国際学術雑誌に出版しており、わが国の地

域高齢者看護学領域の研究や実践内容が国

際的な学界にも知られる機会になると考え

ている。   
 今後の課題としては、本研究プロジェクト

を継続させ長期的な効果を検証することを

計画している。また、本研究を発展させ、地

域虚弱高齢者に対する予防訪問プログラム

の質の保証と標準化を行うことを展望して

いる。 
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